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☆ お知らせ ☆

当社では、一般及び学生の見学・職場体験などの受け入れをしておりま

すのでお気軽にご相談ください。

アルミ缶リサイクル活動では外部からのアルミ缶の持ち込みの受け入れ

も検討しております。ご協力いただける施設・団体の方はお気軽にご連

絡ください。

２０２１年上期の活動紹介！！

「新潟昭和れぽーと」の内容についてのお問い合わせ先

発行責任部署 ： 新潟昭和株式会社 総務課

TEL ０２５４－９２－２２１０ FAX ０２５４－９２－２００２

６月４～５日に新潟県で聖火リレーが開催されました。阿賀町でも５日に聖火リレーが行

われ、当社従業員の鈴木儀人さん（介助者として並走）の長女、鈴木彩花さんが最終ラン

ナーとして走りました。彩花さんは目に障害がありますが「走ってみて聖火の熱を感じ、周

囲からの声援が沢山聞こえてきたので笑顔で元気に走れました！」と話していました。

当社ではアルミ缶リサイクル活動に取り組んでお

り、２０２０年度も多数の方々にご協力をいただきま

した。その中でも回収数３３，７５０缶という大量のご

協力を頂いた「地域活動総合支援センター たんぽ

ぽ」さんにてアルミ缶リサイクル大賞の表彰式を執り

行いました。ありがとうございました。引き続きご協

力をよろしくお願いいたします。

阿賀町にある会社として微力ですが様々な地域貢献活動を展開

しております。

地域の皆様から親しまれる会社を目指して今後も頑張っていきた

いと考えておりますのでよろしくお願いいたします。

５月１２日、阿賀町立阿賀津川中学校の初々しい新

１年生が社会勉強の一環として当社の製造ラインや

環境管理（排水管理施設）の見学に来場されました。

初めて目にすることばかりなので興味津々な様子で、

大変活発な質問がありました。

本年１月から新潟昭和の社長に就任しました藤上隆（ふじ

がみたかし）です。高校時代までは大分県で過ごしました。

これまで、勤務地は埼玉県秩父市、福島県喜多方市、千

葉県市原市、長野県大町市、大分県大分市、再度長野県

大町市、東京都と転々とし、引越は計１３回と、根無し草・渡

り鳥人生を歩んできました。おかげさまで、各々の地域の皆

さんとの交流に加えて、自然鑑賞、観光名所巡りなど、全国

津々浦々を堪能してきました。

このたび新潟県阿賀町ということで、これまでと同様に大

変楽しみにしているところです。当地のことを知ろうと思い、

この数か月で「阿賀町ものしりガイドブック」、「これでいいの

か新潟県」、「新潟県のすがた」、「新潟もの知り地理ブック

Ⅱ」などの本・冊子を読んでみましたので、これから実際に

各地を訪れたいと思っています。また、阿賀町観光協会等

主催のウォーキングなどにも既に２回参加し阿賀町の大自

然の素晴らしさを実感しました。加えて、阿賀町での生活を

スタートするにあたってはいろいろな方々の助けをいただい

て本当に感謝しています。（妻帯同で新潟ライフ満喫中で

す。）

今般、昭和電工グループの中でも特に歴史と伝統のある

新潟昭和の社長を拝命し、大変身の引き締まる思いがして

おりますし、責任を痛感しているところです。

新潟昭和が立地するこの地域・社会に少しでも貢献し、当

社で働く方々がやりがい・働きがいを感じ、ご家族を含め少

しでも幸福度が高まっていくよう、懸命に努力する所存です。

ご指導をよろしくお願いいたします。

ｱﾙﾐ缶ﾘｻｲｸﾙ表彰式

【撮影：阿賀町山口冬人さん】

日化協安全表彰受賞

５月２１日、当社は「日本化学工業協会」より、

優れた安全活動を実施し模範となる事業所とし

て、『第４５回日化協安全優秀賞』（全国で４事業

所）を受賞しました。

これを契機に、全従業員が気も新たに、無事故

無災害継続を目指して安全活動に取り組んでい

きます。

工場見学の受入れ

阿賀町で聖火リレーが開催されました

新社長のご紹介


